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それでは早速始めたいと思います。皆様方のお手元

に資料として「大学外国語教育に伴うカリキュラム設

計の基本」と「大学設置基準改正に伴う外国語（英語）

教育改善のための手引き－JACETハンドブックー」の

抜粋、「大学は変わる　大学数月懇談会15年の軌跡　大

学セミナー・ハウス編」の抜粋、「わが国の英語教育に

関する実体と将来像の絵合的研究」の抜粋で一部、二

部、三部とお配りしてございますが、それらは後で適

宜お読みいただきまして参考にしていただければ大変

有り難いと思います。

今日の私の話は、“日本の大学の外国語教育の実体”

と“大学外国語教育の改革の現状と問題点”、それから

“大学の外国語教育のあり方・考え方”という3つの事

項を主なポイントとしてお話ししたいと思います。

外国語教育には社会の盛衰に密接に関連する部分と

いつまでたっても変わらない部分とがあると思いま

す。一つの部分は、ある民族がそのまわりの諸民族と

の交流において、自分達の文化に更に何かを加えるこ

とにより生活を豊かにしたいという念願があって外国

と折衝を行う。それで諸文化が行き交うということに

なり、またそれに伴い技術導入或いは人間の物の考え

方、思考の訓練、多角的な物の見方をするのに必要な

知識を導入するということになるかと思います。もう

一つはいわゆる社会人として様々な仕事をしていく上

で必要なコミュニケーションの道具であるということ

です。この両面が常につきまとっているのが外国語の

教育であると思うわけです。

わが国の外国語教育には長い歴史があります。この

中で大雑把に言えることは、外国語はわが国の文化を

まわりの国々に伝えるという役目よりも、既に先進文

明を持っていた朝鮮半島及び中国から、仏教が入った

こともあれば或いは土器の作り方が伝わったこともあ

ればその時々によって色々ですけれども、外国の文化

を導入するためのものであったということです。それ

も全面的に中国文明を導入するということではなく

て、その個人個人或いはその時の政府の諸機関に居た

人達が必要な部分だけを持ちかえる。そのような伝え

方をしてきているわけです。隋、唐のいわゆる遣隋便、

遣唐便の流れにおいても、大体はエリートが行きます。

彼らは、向こうに行って相当苦労したであろうと思い

ますが、ともかく生活をして自分の選んだ分野の文化

を切り取って持ってくるわけです。そして日本に帰っ

てきて自分が勉強してきた成果を他の人達に伝えるの

です。その際に自分は聞く、話す、読む、書くことを

流暢に出来るけれども、他の人達にレクチャーをする

となると日本語で伝える。例えば、東京大学英文科の

場合、ネイティブが来て門戸を開く。学生は最初英語

ができなかったけれどもネイティブに習っているうち

にコミュニケーションが非常に達者になった。ネイ

ティブが帰ると、ネイティブに習った彼らが今度は代

わって英文科の先生になり、日本語を使って彼らの文

化を伝えることになる。その結果、夏日漱石が日記に

残しているように、自分の先輩はネイティブみたいに

良くできるのだけれども、後輩ときたら読み書きは良

いが、聞く、話す力は劣ると嘆くことになる。このよ

うな流れは大正、昭和、現代に至るまで広く、深く社

会に何層にも重なって繰り返され、日本全国に及んで

います。そして、そのスタイルは、日本の近代化のた

めには大変に成功してきたものだと思います。つまり

後進国が世界の一流国に対してそのギャップをいかに

して早く埋めるかは大事なことであり、富国強兵のた

めの最も経済的な道として、英文和訳という精錬され
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た技術を磨 い て ､ 最新 の知識を吸収する道を歩んでき

た の だろうと思 っ ております｡ こ れ は 日本民族の素晴

らし い文化遺産であると思うわけです｡

と こ ろが ､
こ こ へ きて こ の こ とが非常に 問題にな っ

てきて い ます｡ こ の長 い伝統のある外国語教育が これ

で は良くな い と い う こ とにな っ てきた の です｡ 今まで

のように先進文明を受け入れ ると いうこ とだけでは済

まなくな っ てきて い る｡ つ まり こ の ような大国にな っ

た ため に日本人が作り上げてきた文化を世界の 人々 と

交流して伝えて い か なければ ならな い状況にな っ てき

た
｡
こうなると ､ 今まで殆 ど価値がなか っ たか無視し

てきた聞く ､ 話す力が必要に な っ てきた ｡
しか し

､
そ

の能力はそう簡単には つ かな い ｡ 外国人との折衝にお

い て様々 なトラブ ル が色々 な所で起きており､ ますま

す広が っ て い ます｡ こ の トラブ ル の鹿体は ､
恐 らく日

本の 国力をかなり減退させ て い るで
.
あろうと思われま

す｡
一

方 ､ こ の 頃 の若 い 人は随分英語を話すようにな っ

てきた
｡ 国際交流も進んで い る､ 大学間の交流も進ん

で い るし姉妹都市な どの 関係も沢山あ っ て ､ 昔 に比 べ

ればか なりの進歩
･ 発展であると思 っ て い る方々 も多

い か と思 い ます｡ 実際にそうであろうと期待するわけ

ですが ､

一

般 的に はそうでもな い と思われ る の です｡

例えば､ 約3 0 年間の T O E F L の 日本人の平均値と そ の

他 の 国々 の数値 を比較 分析 して み ますとそれ が見え て

きます｡ 30 年前の 日本人の 平均点は47 4 - 47 5 点 で､ 今

は4 94 点にな っ て い ますが ､
2 年前の 平均点は4 84 点 で

したか ら大 して差が な い ｡ ア メ リ カ の大学の学部に入

学する場合は最低5 0 0 点は必要と言われて おり ､ 大学院

の場合は最低が約6 0 0 点と な っ て い ます｡ い わ ゆる -
-

バ ー ト大学とか ス タ ン フ ォ
ー ド大学ぐら い になると最

低6 20 点をとらなければ合格しな い であろうと言わ れ

て い ます｡ こ の3 0年間 の 日本人 の T O E F L の 成績 の伸

びは わずか20 点ほ どである｡ そう いう意味で は殆 ど進

歩して い な い と いうこ とになります｡ もう 一

つ T O E I C

と い うも の があり､ こ れ は ビ ジネ ス マ ン を中心に受験

されて い ますが ､
こ の T O E I C の 過去15 年間の デ

ー タ で

は日本の ビ ジ ネス マ ン の平均点は変わ っ て い な い ｡
そ

れ で ど の 程度の平均値か と言うと日常会話はまあま あ

で自分 の仕事の ごく
一 部 はカ バ ー できるが

､ 仕事 の全

てを英語を使 っ て行 っ て いく能力は無 い ｡ 平均値が1 5

年間変わらな い の です｡ 何 が変わ っ た かと言うと受験

者数が30 年前よりも随分増えた こ とです｡ こ の 1 - 2

年 の 数字を見てみ ると約1 1 万人位にな っ て い ます｡ ち

な みに
一

つ の 国の 受験者数として世界最大です｡ 日本

人の T O EI C ､ T O E F L の 受験者が世界最大であるから

当然こ の平均値は伸びな い ､ 当 たり前である､ 何故 な

らば受験者数が増えるため相殺されてしまうの だと ｡

私もそう思 い た い の ですが ､ それ に対する反証もある

の です｡ 例えば ､ 韓国は3 0 年前は日本に比 べ て平均点

が2 0 点低か っ た ｡
30 年前の 日本の平均値 は世界の平均

値とほ ぼ同じだ っ た の ですが ､ 韓国は更に2 0 点低か っ

た の ですか ら随分低か っ たわけです｡ と こ ろが今は 日

本より2 0 点高 い の です｡ 4 4 点もア ッ プして い ます｡ 中

国は どうか と言うと､ こ の3 0 年間で実に7 7 点 の ア ッ プ

です｡ 3 0 年前 の 日本よりも､ 韓国よりも低か っ た の が ､

今 は韓国より上にあります｡ また ､ 受験者数をみ ると､

韓国は世界第2 位で 6 万人を数えますが ､ 韓国の 人 口

は4
,
4 00 万

､
日本は 1 億2 , 00 0 万 で､ 4 , 40 0 万対 6 万 ､

1 億2
,
00 0 万対11 万 で比較する と人口対受験者数 の 比

率は韓国の方が高い ｡
台湾はも っ と高 い し､ 香港も高

い
｡ 日本人の T O E F L の ス コ ア で日本人全体 の 英語力

を判断するわけには い か な い と思 いますが ､ 英語力に

関する国際比較の デ
ー タ は こ れ しか な い の です｡ しか

もT O E F L は普通 の 人 は受け ま せ ん ｡ 英語 が で き ると

思われ る層の 人達が受けるの です｡ そ の ような人達の

比較 ですか らお して知 る べ しです｡ ち なみ に世界の

ト ッ プは どこ かと申しますと ､
オ ラ ン ダで6 09 点です｡

- - バ ー ト大学 に入 れ そうな点 が平均値 に な っ て い

る
｡
日本より1 0 0 い く つ 違 い ます｡ こ れ はすご い 違 い で

す｡ そ れを､ オ ラ ン ダは ヨ
ー ロ ッ パ の真ん中にあり､

しか も英語は ヨ ー

ロ ッ パ 系言語である､ だ か ら平均値

が高 い の は 当たり前だ と思われる でしょう｡ しか しそ

れ は少 し甘 い考え方だ と思 い ます｡ 何故ならオ ラ ン ダ

人 は普通オ ラ ン ダ語 で暮らして おり ､ 英語 が必要 に

な っ た時に 英語を使 い ､ ドイ ツ語が必要な時に ドイツ

語を使 っ て い るか らです｡ オ ラ ン ダ の場合何が違うの

か と申しますと､ 外国語はそ の外国語で教える と い う

こ とが常識なの です｡ し たが っ て英語を教える時は最

初か ら英語で教えて い る の です｡ そして英語の教育と

は そう い うもの だと いうこ とが社会常識とな っ て い る
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の です｡ しか し､ 日本 の い わ ゆ る近代化の 成功の
一 因

にな っ た と思われる英文和訳と い うような発想がな い

わけでは なく､ か つ て は実際にありました ｡
そ れ は い

わゆる 中世の大学発展の歴史と そ の 中心とな っ た ラテ

ン 語 ､ ギリシア語 ､ キ リ ス ト教文明 ､
ギリ シア 文明な

どの解釈をするため に必要な訳文､ 我 々 で言えば英文

和訳ですが､ そ れ に似たようなもの が大学の 研究 ､ 教

育 の 中で重要な パ
ー ト と して あ っ た の です｡ そ れ が

ヨ ー ロ ッ パ 近代化 の歴史とともに変わ っ て い っ て ､
コ

ミ ュ ニ カ テ ィ ブな言語能力を つ けるため の教授法に変

わ っ て い っ た の です｡

ともかく､ 教授法が違 い ､ そ し て後 ろに控えて い る

それらの 国の外国語教育政策が違うの です｡ どの 国も

自分の 国を発展させようと して い ますから､ 異 文化理

解と い うこ とを含め て国民の 対外交渉能力を いか に し

て養成するかと いうこ とに大変な エ ネ ル ギ
ー

を使 っ て

い ます｡ 韓国では こ の 4 月から小学校に英語を導入す

る こ とができるように政策を変えました ｡ 中国の 上海

の 公立小学校では 4 年生から週 5 時間､ 英語を英語で

教えて い ます｡ 中国人の先生が英語を英語で教える｡

そ の ように して積み 上げて い き ますか ら､ 大体高等学

校卒業の あたりで英語を十分 - ン ドリ ン グできるよう

にな っ て い ます｡ イ ン ドネシア もシ ン ガ ポ
ー

ル もそう

ですし､ タイも色々 問題がありますが ､
い ず れも外国

語教育の レ ベ ル向上を重点政策として指向しておりま

す｡ 東南ア ジア の国々 も経済が ぐん ぐん伸 びてきて今

は後発国ではなくな っ て きて います ｡ それ とともに英

語力を ぐん ぐん伸 ばしてきており､ そ れ に対する手を

国をあげて打 っ て い ます｡ こ のような状態にあるの で

す｡

そ れでは 日本は
一

体 これか らどうする つ もりなの で

しょう｡ 皆様のお手元にある資料は ､
日本 の 英語教育

は効率が悪 い ､ 本当に何 とか してほ し い と思 っ て い る

人 々 の デ
ー タ です｡ 大学卒業の職業人約1 2 , 00 0名を対

象にした調査です｡ そ のうち戻 っ てきた の は約2 ,30 0 位

ですが ､
その 人達の 7 割以上が日本の英語教育は良く

な い
､ 役 に立 たな い と言 っ て い る ｡ 中学校の 英語の先

生も同様 です｡ 高等学校の英語の 先生もそれに近 い ｡

良 い と思 っ て い る人はあまり い な い ｡ 大学 の 英語の教

師が どう思 っ て い るか と い うとやはり過半数が良くな

い と言 っ て い る ｡ ど の層を つ かまえてもそうです｡ 私

どもが科学研究費を受けて1 1 年間にわたり全国民を対

象に実施したわが国唯
一 で最大の調査の 結果ですが ､

そ こ に 出てくる数字は本当にえら い こ とだ と思 い ま

す ｡
こ れ だけ国民が外国語教育に対 して期待 して い な

い し､ また受けてきた外国語教育に対 して 不信感を

持 っ て い る｡ 従 っ て ､ 臨時教育審議会や中央教育審議

会 ､ 教育改革審議会や稔理府の21 世紀 の 日本の生活を

良くする審議会で 出てくるの は､ 日本 の 外国語教育は

だめだ ､
こ れを何 とか しなくて は い けな い と いう意見

ばかりです｡ こ れ ほ ど
一

致した世論はな い の です｡ 今

日本で は どうしてあんな小さ な子供に英語を学ばせて

い る の か ､ そ れ は自分の ことを顧みて ､ 自分 の ような

目にあわせ たくな い か らだと思 い ます ｡ そ し て ､ 大学

生は日本の 大学の 英語教師に対して大 きな不信感を

持 っ て い る｡ どん な不信感か と いうと ､ 本当の 英語力

を つ けてくれな い と いうこ となの です｡ 何を言 っ て い

る の だ ､ 君達はもう大人では な い か､ 自分でや りなさ

い
｡ 英語学校が町中にある の だか らそ こ - 行 っ て勉強

しなさ い ｡ 大学はも っ と高度な こ とを与える所なんだ ､

と大学の先生 の 中には こ の ように言う人 が い ます｡ 学

生側か らする と､ 大学 の 授業料を払 っ た上に, さらに

英語学校の授業料を親に出してくれとは言えな い と い

うこ となります｡ そ れだ っ たらN H K ラ ジ オ の 英語学

習番組を聞 い たら どうかと言 っ て い る の ですが ､ それ

を実行する学生は多くな い ｡ 学生が期待するの はや は

り教育機関と しての大学の機能なの です｡ そ こ に認識

の ズ レ があり､ そ れがデ
ー

タ に は っ きり出てくる の で

す｡ こ れ は小さ な数ではな い ｡ こ の 大きなギ ャ ッ プを

い か にして埋め る の か又は放 っ ておくのか ､
その こ と

が大学の外国語教員に 一

番問われて い ます. そ れをま

ともに取り上げて いく大学とそれよりは研究が大事だ

か ら研究を中心にして残 っ た時間を外国語教育に充て

たら良 い と い う大学があるの です｡

大学 の 改革 - の取り組み は各大学によ っ て違 っ て い

ます｡ 私 ども の大学英語教育学会で改革に つ い て の
一

番新し い デ
ー

タをと っ て い ますが ､ 現在日本の 大学改

革はほぼ終わ っ た と いうの がおおよ そ の 流れです｡ そ

して外国語教育に つ い て は､ 改革ではなくて改悪では

な い かと い う感 じがあります｡ どう いうことか と言う
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と
､
日本 の大学は全て 1 外国語 8 単位が大学設置基準

上必修と して決ま っ て い ましたし､ 大学基準協会が出

して い る大学向上基準では､ 2 外国語1 6単位 と いうの

が普通で した｡ 従 っ て ､ 大学基準協会に加入 して い る

大学が採.用してきた の は 2 外国語1 6 単位と
いう線だ っ

た の です｡ そ れ が改革の方向を見てみ ると必修が大体

1 外国語 4
- 6 単位 ､ 後 は選択で希望する学生がや れ

ば い い ん だと いうこ とにな っ て い ます｡ そ の ため 4 年

間で外国語に摸する時間は短大にも劣ると い う状態の

大学がか なり増えてきて い る の です｡

一

方で は､ 外国語教育に非常に熱心で ､
こ の時とば

かりに外国語教育を看板にして それ を特色にする大学

があります｡ 例えば ､ 皆さん ご存知 の亜細亜大学です｡

亜細亜大学は ､
い わ ゆる大量留学時代の 口火を切 っ た

大学ですが ､ ア メ リカ の ワ シ ン トン 州 の 5 大学と提携

して ､ 学生約5 00 名を約半年間送り込ん で､ 現地 で亜細

亜大学の カリ キ ュ ラ ム を実施 してもら っ て い る の で

す｡ そ こ で修得 した単位は亜細亜大学の 単位になりま

すか ら何ら遅れ る こ となく卒業できます｡ こう いうこ

と で 1 年生で英語 の イ ン テ ン シブ ト レ
ー

ニ ン グを受

け､ そ の上で 2 年生か ら留学します｡ 国際関係学部 の

学生は全員必修 で､ 他 の 学部の学生は自由選択で行う

こ ととな っ て い ます｡ 現在 ､
亜細亜大学では､ こ の 方

式が主流とな っ て き て お り､ そ の 制度 が確立 し た わけ

です｡ そ れ で ど の ようなこ とが起きたか と いうと ､ 学

園 の雰囲気が変わ っ た の です｡ ともかく帰国した学生

が どの教室でもよく授業に参加して い る｡ そして積極

的に発言す る｡ そ のうちに ､
い わ ゆる俗 に言う偏差値

が ぐん ぐん上が っ てきた ｡
か つ て は早稲 田や慶鷹を受

験する学生が亜細亜大学に 二股をかけて受験する と い

うの は殆 どなか っ た｡ 今 は トノ ブ の 学生が亜細亜大学

を受けて い る の です｡ ですか ら､ 消極的な先生方は反

対論をぶて な い の です｡ 学生は良くな っ てくるし､ 英

語力は つ くし､ 積極的に授業に参加する､ 学園の 雰囲

気が変わ っ てくる ｡ 要するに今まで と違 っ た層の学生

が入 っ て来るようにな っ た の です｡

そ れを関西で行 っ た の が ､ 立命館大学です｡ 立命館

大学はブ リティ ッ シ ュ
･ コ ロ ン ビ ア大学と提携して､

亜細亜大学の プ ロ グラム に輪をかけて 7 か月 の イ ン テ

ン シブ コ ー

ス を実施して い る ｡
ブ リ ティ ッ シ ュ

･

コ ロ

ン ビ ア大学に学生寮を つ くり､ そ こ に立命館大学の 学

生とブ リティ ッ シ ュ
･ コ ロ ン ビ ア大学の 学生を ペ アに

して住まわせ て い る ｡ 大量留学時代第 2 号 の大学です｡

そして それ が大成功で､ 他 の大学では受験者数が減 っ

て い る の に立命館大学は増えて い る｡ 従 っ て ､ 良 い 学

生がとれ るわけです｡ ま た昭和女子大学では ボ ス ト ン

に自分の 大学を つ く り､ 学生を2 00 名ず つ 連れ て い っ

て ､ 3 か 月交代で学生を い れかえて教育して い ます｡

そ の ような大学は例外ではなくな っ た の です｡

改革 へ の取り組み が消極的で､ 様 々 な学部が専門の

講座を い ろ い ろと拡大して い き､ 結果的に学生の 履修

できる枠の 関係から外国語の 方にしわ寄せ が出て い る

所もあります｡ ま た､ 先 ほ ど申しました日本の伝統的

な外国語教育が ､ 世界における日本の位置づ けや 日本

人の 活躍の 態様が急激に変化して い る中で十分対応で

きな い 状況にな っ て おり､ 何 とか しなけれ ばならな い

と企業側は深刻 に受けとめて い ます ｡ そ の ような中で ､

こ の 外国語教育の有り方が非常に期待 され て い るわけ

ですが ､

一

方で外国語教員の価値観が多様で､ 乱れて

い る状況があります｡ そ のような集団が全国の 大学に

かなりあり､ そ こ には
一

致団結した考え方が見られず､

明確 な意思決定が行われな い の です｡ 結局今まで の流

れを守るか ､ 或 い は押され てか ろうじて わずかな改革

を行うと いう こ と に な ります｡ そう なると どの ような

問題が起き る のか と いうこ とを専門の先生方もよくわ

からな い の です｡ つ まり､ 外国語教育の危機だ と い う

こ とが ピ ン と こ な い の です｡ だ からそ の ような改革を

すれ ば ベ タ
ー

なこ とをしたと思 っ てしまう｡ こ れ はと

んで もな い こ とです｡ 学生 の方からはますます離反し

ますか ら ､
そ の大学は全体に地盤沈下を起 こします｡

学生は ､
お金を沢山払 っ ても良 い 大学で良 い教育を受

けた い の です ｡

例えば ､ 東京大学では ､ こ れ か らは これで はだめだ ､

と危機感をも っ て外国語教具集団が頑張 っ て大改革を

行 っ たわけです｡ 先生方はご存知だ と思 い ますが ､ ま

ず何をや っ たか と いうと､ 大学入試にヒアリ ン グテス

トを実施したこ とです｡ こ れ で何が起きたと思 い ます

か
｡ 私 ども大学英語教育学会が開発した標準聴解力テ

ス ト
､
こ れ は20 年 の 歴史のある非常に安定感の ある優

秀なテ ス トで､ 国際的にも評価 され て い るも の ですが ､
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こ れを東京大学で毎年実施しております｡ そ して東京

大学の 平均値が､ 日本 の大学では トノ ブ級 の 平均値で

すが ､ ヒ ア リ ン グテ ス トを入れてか らこ の 7 年間にな

んと1 5 - 20 点もア ッ プ した の です｡ か つ て東大の学生

は､ 読 む こ と､ 書く こ とは出来 るが ､ 聞く ､ 話すは駄

目だ と い う評価で した｡ そ れ が最近 企業の 評価が変

わ っ て きた｡ 東大 い ける じゃ な い か と い うように変

わ っ てきた の です｡

そして次が い わゆる教授法改革です｡ つ まり､ 教員

数は変わらな い ｡ そ こ で､ 大教室と小教室の教育法を

開発した の です｡ 大教室では2 00 - 3 00 名位 の 学生に対

して ビデ オテ
ー プを使 っ て授業を行う｡ /トクラ ス では

主に ス ピ
ー

キ ン グをやらせ る､ そ れ か らライテ ィ ン グ

をや らせ る｡ そ の ため に教材を同じにし､ 教室では教

えな い で家でや らせてお い て､ そ れを基にした ビ デオ

テ
ー プを東大自身で開発し､ それを優 っ て英語の デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン を行 い ､
そして ペ ー パ ー テ ス トをする｡

こ の ようなやり方に変えたの です｡ 先 ほ どの 亜細亜大

学の場合 は私立大学だか らと思われ るか も知れませ ん

が
､ 東大は皆さんと同じ国立大学であり､ 英語､ ドイ

ツ語 ､
フ ラ ン ス語 の教員達がそ の ような工夫をして ､

そ れ を他 の 学部 の教員達 がサ ポ
ー

トし
-

敦 団結して

行 っ て い る の です｡ 外国語教育に対する学内の意思が

統
一

されて い る の です｡ そ こ までも っ てくる の に何年

もかか っ て います｡ 5
- 6 年 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン して い

ます｡

私 の 大学では藤沢キ ャ ン パ ス が新設され ､
捻合政策

学部と環境情報学部 の二学部があります｡ お かげさま

で皆様方から大変関心を持 たれ まして､ 1 年間に豹

3
,
0 00 人位 の 方が参観にキ ャ ン パ ス を訪れます｡ そ こ で

は外国語は 1 外国語に徹する こと とし､ そ の代 わりに

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が できる レ ベ ル にしようとしまし

た｡ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン と いうの は ､

ヒ ア リ ン グ
､
ス

ピ ー

キ ン グ､ リ
ー

デ ィ ン グ､ ライテ ィ ン グの全部です｡

こ の す べ てに正確さ と流陽さが期待されます｡ そして ､

T O E F L の 団体受験用 テス トを使 っ て学生を 5 f受階に

振り分けて､
一

番最低が35 0 点 の クラ ス ですが､ そ れら

の クラス を教員が責任分担制で担当するこ とに した の

です ｡ だ か ら35 0 点 の ク ラス は35 0 点 の クラ ス なりの教

授法 ･ 教材を使う｡ 6 00 点台は60 0 点台の教授法 ･ 教材

を使う｡ そして日本人とネイティ ブとで ､ 教授法を
一

緒 に開発して行うと い うやり方に しました ｡ 初期 の 目

的は T O E F L ス コ ア約5 5 0 点 と いうの を目標 と しまし

た
｡
こ れ は､ ア メ リ カ の大学の 学部に十分入学できる

点数です｡ 英語 の場合 は､ か なりの学生がそれ に達し

て い ます｡ フ ラ ン ス 語､ ドイ ツ 語な どは どうな っ て い

る かと申しますと ､ それ は関 口さん と いう人が書 い た

本に出て い ますからご覧にな っ て い ただければよ い の

ですが ､
こ れは 0 からや るんです｡ それで何 と 2 ､ 3

年前に朝日新聞主催の フ ラ ン ス 語 の ス ピ
ー チ コ ン テ ス

トで い きなり東京外語大や大阪外語大､ 上智大の フ ラ

ン ス語専攻の人達よりも上位の 成績をと っ て しま い ま

した
｡
こ れ はイ ン テ ン シブ コ

ー

ス そ の も の の成果です｡

週 8 回の 授業を､ 1 日 1 回､ た だ し1 回当たり50 分 で

すが ､ 1 年 の 2 学期から 1 年半行うわけです｡ ちなみ

に 1 年 の 1 学期は どうするか と い うと､ ドイ ツ語週間､

フ ラ ン ス 語週間､ 中国語週間を設けて学生に
一 通りや

らせる ｡ そしてまず外国語に対するイメ ー ジを つ くり

なおさせ るわけです｡ そして ､ 夏休み前に履修する外

国語の選択を行 い 〕 1 年 の 2 学期か らス タ
ー トし､ 1

年半履修するの です｡ そ れ が終わ ると更に 3 年､ 4 年

で学ぶ こ ともできます｡ そ れから別の 言語も履修でき

ますが ､
こ れ は自由選択です ｡ 内容は教養程度で､ 読

みを中心に したもの です｡

外国語教育に つ い て は ､
私 は全学 的なディ ス カ ッ

シ ョ ン が必要だと思 い ます｡ そ れ と学生が新潟大学に

釆て良か っ た と いうこ とでなければ ならな い と思 い ま

す｡

藤沢の 学生達が何が強 いか と い うと､ 一

つ の 外国語

に つ い て コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン できる力があると いうこ

とです｡ それ ともう ー

つ は コ ン ピ ュ
ー

タ です｡ 最新鋭

の コ ン ピ ュ ー

タを多数導入して い ます｡ それは24 時間

利用できます｡ ですからケ ン ブ リ ッ ジであろうとオ ッ

ク ス フ ォ
ー

ドだろうと - - バ ー トだ ろうと ､ イ ン タ
ー

ネ ッ トを使 っ て 資料を取り寄せ る こ とが で きますか

ら､ 3 年生で専門書を書い た学生も います｡ それ か ら

先生の 手伝 い で国際会議に出かけて いく者も い ます｡

それらは珍しくはな い の です ｡ 先生も張り切 っ て い る

けれ ども学生 も
ー

生懸命 です ｡ そ し て結果 として､ こ

のような不景気の 時代 にも学生は企業からひ っ ぱりだ
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こ です｡ こう いう状態ですか ら､ 今度は既成の 学部が､

こ れ は大変だと言 っ て い るわけです｡ そ れ で既成の 学

部は どうな っ て い る の か と い い ますと､ 経済学部は 1

週 1 回 3 時間連続で英語でセ ミナ
ー

をや る ｡
こ れ は コ

ン セ ン ト レ ー シ ョ ン が相当できるようにな る 一

方 でひ

どく疲れ ます｡ 英語力が つ い た か どうか は分かりませ

ん ｡ そ のうちに見直しになると思 い ますが ､ こ の よう

なことがともかく始まりました｡ 法学部は セ ミイ ン テ

ン シブに な っ てきましたし､ 商学部もそうです｡ そし

てネイティ ブを どん どん 入れてきて い ます｡ そう いう

ような形で色々 な所で見直しが始ま っ て い ます｡

こ の ように日本の大学の外国語教育を どうするか と

いうことが問われて い ます｡ 社会からも鋭く見 つ め ら

れて い るし､ 学生自身が そ の 流れをキ ャ ン パ ス の 中に

引 っ ば っ てきて い ます｡ ですから先生がそれに対応し

なければ い けませ ん｡ それ に対して教員が どの ように

考えて い るか ､ 今 それが問われて い ます｡
一

番 問われ

て い る の は大学の教員で はな い でしょ うか ｡ そしてそ

れ は
､ 外国語教育に携わ っ て い る人だけでなく､ 大学

全体に対して我が大学の 外国語教育をどうする つ もり

な の かと いうこ とが問われて い る の です｡ 先 ほ ど大学

改革で外国語は大体終わ っ た と申しましたが ､
ま だま

だ続くと思 い ます｡ と い い ます の は ､
こ れ からあち こ

ち で実行 して み た結果が出てく るはずですか ら ､
それ

を見てまた見直しをすると い うこ とになります｡ 大学

教育は当分ゆれ ると思 い ます｡ そ こ で私 どもの 学会 で

は
､
こ れ から の外国語教育を どうしたら良 い かと い う

こ とに つ い て相談しまして ､ 大学 の外国語教育改革の

- ン ドブ ッ クを作りました ｡ 皆様 の お手元 に資料とし

て配布してあり ますの で ､ お読み い ただけれ ばと思 い

ます｡ お読み い ただ い て質問があれば後で伺 い た い と

思 い ます｡

こ れまで大学の外国語教育を中心にお話ししました

が
､ 外国語教育は大学だけではありません ｡ 例えば

､

高等学校では ､
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力の養成と いう

は っ きりした目標を掲げて ､
2 年前に学習指導要領を

改正 しました｡ 中学校 では ､ 全 て の生徒が コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の能力を つ け二 国際理解を深め ると い っ た こ と

を基本目標として い ます｡ 私 は そ の分野の 委員会の委

員長をしており､ そ の ように推進してきましたが ､ 今､

私 の 関心の あるもの の
一

つ は小学校に英語教育を導入

する こ とです｡ こ の こ とに つ い て は ､ 文部省と話し合 っ

て実験段階まで こ ぎつ けて い ます｡ そ れ からもう 一

つ

は大学入試セ ン タ
ー

試験にリ ス ニ ン グ ･ コ ン プ リ - ン

シ ョ ン ･ テ ス トを導入してもらうこ とです｡ こ れも先

般大学入試セ ン タ
ー

の 所長に会 っ て要望 して きました

が
､

一 応平成11 年を目指して導入 と いう方向で検討し

て い くと いうふうに表明されて い ます ｡

東京大学の例をみ るまでもなく､ キ
ー ポイ ン トにな

ると こ ろは何とか実現させた い と思 っ て い ます｡ 大学

で英会話をや る の は陳腐だと先生方は言 い ますが､ 現

実に英会話をや らざるを得な い と いう状況にあるの で

す｡ そ れ ではリ ー デ ィ ン グの 力があるか と い うと必ず

しも無 い ｡ ライテ ィ ン グの 力があるか と いうと必ずし

も無 い ｡ しか し､
一

生懸命勉強して い る学生は多 い の

です｡ こ れ だけや っ て も非効率だ と いうの は 日本の大

学政策に何か根本的におか しなとこ ろがある の ではな

い か ｡ そ こ で世界の外国語教育を見て みると ､
明 らか

に違うこと は､ 外国語は初め からそ の外国語で教えて

い ると いうこ とな の です｡ こ れ が 日本と明らか に違う

こ と です ｡ そ し て､ そ の ため の教授法が発達して いま

す｡ つ まり､ 英語は英語として最初か ら教えるん だか

ら英語を使えば い い と い うこ とだけで はな い の です｡

そう ではなく最初か ら英語を優 っ て教 えると い う こ と

の 前に教授法があり､ ヨ
ー ロ ッ パ などでは､ そ れ が発

達して い る の です｡ そして それを直接輸入 して い る の

が中国とか東南ア ジアなの です｡
一

方我 々 はそうでは

なく､ 我 々 自身の教授法が発達 して い ます｡ そして今

そ の こ と で問題 が起きて おり､ 色 々 な所 でぶ つ か り

ノ合 っ て い ます｡ そう いうこ とを導入 して い ると こ ろは

少なくて､ 個 人で導入する場合でも大学､ 高等学校 ､

中学校な ど全体 としては導入 しきれな い ｡ そう いうと

こ ろで大変混乱が起 きて い る ｡
日本 の 外国語教育に

と っ て か つ てな い 混乱期とな っ て い ます｡ こ れから進

む べ き方向は ､ 国際理解 ､ 国際交渉能力も含め た コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の 能力を つ ける こ とです｡ そうして い か

な い と ､
日本は これか ら危なくなると いう危機感を持

たなければ ならな い 状態にな っ てきて い るわけです｡

こ の 後で ドイ ツ語 の 先生の お話がありますが ､ ドイ ツ

語教育に お い てもフ ラ ン ス語教育にお い ても､ どの外
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国語教育にお い ても大体同じことです｡ 今 の 大学教育

の 中では英語の教具は比較的安定感がありますが ､ 第

2
､ 第3 の 外国語の場合は ､ も っ と危機感が あります｡

オ
ー バ ー

に 言えば首の問題で ､ そう いうようなこ とが

現実に患立大学の中で起きて い ます｡ 国立大学は ｢親

方日 の丸だか ら い い ね+ と知らな い 人は言 い ますが､

国 立大学もや はり大変であると いうこ とに変わ りな い

でしょう｡

ご健闘をお祈りします｡
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